
視察報告書 ４年 10月１８日分 無所属会派 吉田つとむ 

調査事項 １ 「若者が声を届け、その声が響く社会を目指して」 

講師：能條 桃子 氏 

（一般社団法人 NO YOUTH NO JAPAN 代表理事） 

 

経歴 

ハフポスト日本版 U30 社外編集委員 / 一般社団法人 NO YOUTH NO 

JAPAN代表理事 / 慶應義塾大学院経済学研究科修士２年生 

 頂いた資料と話によると、上記のような経歴です。 

社会問題意識が早く、神奈川県平塚市青少年議会と言う取り組みに、小学 6年

生で参加したのがスタートらしいとご本人が説明されました。 

 以下は、私見的記載も入りますが、学業心に燃えて、地元公立中学から、私立

の都内進学校に入り、記載の大学に入り、そのまま大学院に進んだというもので

すが、その間にも、社会問題意識に満ち、企業インターンでやり、大学 2 年の

時、衆議選で選挙インターンをやったとあります。私もはるか昔、選挙インター

ンをやっていましたが、今から考えると、その手法には疑問も持つ次第です。 

 その後、投票率 80％越えのデンマークに留学したというものです。 

 その後は、今日の現状に疑問を抱く（政治的な）問題に、ダイレクトに取り組



む活動をされ、上記の肩書に相当する活動をしています。 

 

 ＜所感＞ 

 私は自分が政治家議員としてあるのですが、この講師である能條 桃子 氏

を全く知りませんでした。私は、能條さんと同じような経歴、正確にはほぼ同様

な学歴の学生をインターンシップで受け入れてきましたし、今も受け入れてい

ますが、その位相が全く異なるものでした。当方の受入学生も、社会的に活躍す

る人物はいますが、そうした皆さんが、政治的な関心の有無はともかく、活動が

政治の方向にも向くケースはほとんどないのが実状です。 

 

 能條桃子氏は、U30（30 歳以下の意味）という言葉を何度も使っています。

他方で、Z世代（「Z世代」とは、1990年代後半〜2010年生まれの世代のこと）

と言う言葉には、とても批判的に見ています。これは、能條桃子氏が能動的に政

治にかかわってきたことでより強化されたものでしょう。 

 当然、その世代が政治参加することを願っています。世代間の壁が政治のあり

様をいびつにしていると見られていますが、近年の選挙では、現実の政治はその

人たちが思うより、はるかに若い人が当選しており、高齢者は退場を強いられて

います。2017 年と 2021 年と比較して、平均年齢 49.3 歳から 50.5 歳に 1.3 歳

情していますが、70 歳以上で見ると、1 人から 3 人になっていますが、単に前



回当選者の 60 歳代が 70 歳代に上昇したに過ぎないでしょう。ちなみに、前回

は 20歳代が 5人当選しており、今回は 1名になっていました。それは新政党ブ

ームを含めて 20 歳代新人が登場したわけで、社会全体で言えば、70 歳代以上

の世代の政治家代表ははるかに少ないと言えましょう。 

都議選当選者の比較 

https://www.nhk.or.jp/senkyo/database/togisen/2021/numerical/comparison/ 

 現実の議員の年齢構成は、（資料は掲示されていないが）過去に比べて、若返

りを果たしています。もちろん、これから 10年後は、今の若い政治家の大半の

政治家が持ちこたえる場合と、そうではなく、新たな潮流が起きてくれば大きく

また変化の年が来るでしょう。他方で、そうした若い議員は、若い世代の投票行

動を上昇させているかと言えば、決してそうではなく、投票率は概ね、低下傾向

にあることは間違いありません。 

 その意味で、能條桃子氏の活動が、世代を超えた投票率のアップを促してくれ

ることを期待しています。 

 

 能條桃子氏が、デンマークの政治、政治家を紹介した中で、特に印象的なこと

は、学校給食に政治家が遊びに来る光景と言うものがありました。日本でいえば、

管理の問題、衛生上の観点から部外者を排除する傾向が先に立ち、同様な方法を

採用するのは、ほぼ難しいのではないかと思います。それが、政治家がそうした

方法に背を向けているのでなく、執行者や執行機関が物事を面倒がって、排除し

ているのでしょう。 

 ただし、能條桃子氏が問題意識を持つように、日本の場合は人の日常生活に入

るのでなく、組織化された人の集合を対象に、政治家が行動していると言えるで

しょう。政治家は、絶えず、自分が挨拶できる場所を探し、その場所と時間を移

動しまわることで、政治活動と認識しているとしか思えません。こうした政治家

の活動スタイルは改善した方が良いでしょう。 

 

その活動で心配することは、一時期、若者の政治活動で話題になった「シー

ルズ」がその前後を巡って、立憲民主党からの資金の流れが問われた問題が生じ

ないことを願っています。それは、それ以前に自民党も問われたことで、ネット

の書き込みが大量に Dappi のもので、それが企業組織の活動であったことがそ

のつながりとして指摘されました。能條桃子氏の講演や資料を前提にすれば、選

挙管理委員会を対象にしたり、幅広い政治家を相手に活動している様子であり、

前者の轍は踏まないと思っています。 


